
(57)【要約】

【課題】ドア全開位置近傍にあってセーフティーシュー

を円滑に強制後退させることのできるエレベータ装置の

提供。

【解決手段】セーフティーシュー１０に設けられるロー

ラー１５と、エレベータのドア１と独立して設置され、

ローラー１５が摺接可能な傾斜面を有するブラケット１

３と、傾斜面と並行して配設されたカム１６により動作

し、セーフティーシュー１０の強制後退を検出する第２

の検出器１４とを設け、ブラケット１３の傾斜面を利用

してセーフティーシュー１０の強制後退動作を行わせる

とともに、カム１６の傾斜面を利用してセーフティーシ

ュー１０の強制後退を検出する第２の検出器１４の検出

動作を行わせる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ レ ベ ー タ の ド ア の 前 縁 よ り 突 出 可 能 に 配 設 さ れ る セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 備 え 、 ド ア 全
開 位 置 近 傍 で ド ア の 開 動 作 に 連 動 し て 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 強 制 後 退 さ せ る エ レ ベ ー
タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー に 設 け ら れ る ロ ー ラ ー と 、 前 記 ド ア と 独 立 し て 設 置 さ れ 、 前 記
ロ ー ラ ー が 摺 接 可 能 な 傾 斜 面 を 有 す る ブ ラ ケ ッ ト と を 設 け 、 前 記 ド ア の 開 扉 動 作 に 応 じ て
前 記 ブ ラ ケ ッ ト に よ り 前 記 ロ ー ラ ー を 案 内 す る こ と で 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 強 制 後 退
さ せ る こ と を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 外 的 要 因 に よ る 後 退 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 器 と 、 前 記 傾 斜 面
と 並 行 す る 傾 斜 面 を 有 す る カ ム に よ り 動 作 し 、 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 を 検 出
す る 第 ２ の 検 出 器 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ 装 置 に 係 り 、 特 に 、 ド ア の 前 縁 よ り 突 出 可 能 に 配 設 さ れ る セ ー フ
テ ィ ー シ ュ ー を 備 え た エ レ ベ ー タ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ レ ベ ー タ の ド ア に は 安 全 装 置 の １ つ と し て 、 ド ア の 前 縁 よ り 突 出 可 能 に 配 設 さ れ る セ
ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 設 け ら れ て お り 、 こ の セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー と 乗 客 と の 接 触 等 に よ り セ
ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 後 退 す る と 、 開 扉 制 御 （ 又 は 閉 扉 阻 止 制 御 ） す る こ と が よ く 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー は 、 一 般 に エ レ ベ ー タ の ド ア が 全 開 位 置 の 際 に 、 ド ア の
前 縁 よ り 突 出 し た 状 態 と な っ て い る こ と か ら 、 荷 物 等 の 搬 入 、 搬 出 の 際 に 、 荷 物 等 が セ ー
フ テ ィ ー シ ュ ー に 接 触 し 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 変 形 し て 故 障 す る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 従 来 、 エ レ ベ ー タ の ド ア 全 開 位 置 近 傍 で 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 強 制 的 に 後
退 さ せ る エ レ ベ ー タ 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ド ア と 独 立 に 設 け ら れ 垂 直 に 立 ち
上 げ ら れ た ス ト ッ パ ー と 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー に 接 続 さ れ 回 転 自 在 な レ バ ー の 端 部 と を 接
触 さ せ 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 後 退 さ せ る も の で あ る 。 ま た 、 こ の よ う に 構 成 さ れ る 従 来
の エ レ ベ ー タ 装 置 に は 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 外 的 要 因 に よ る 後 退 を 検 出 す る 第 １ の 検 出
器 と 、 ド ア 全 開 位 置 近 傍 で の セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 器 と を
備 え 、 第 １ の 検 出 器 の 検 出 に 応 動 し て 開 扉 制 御 、 又 は 閉 扉 阻 止 制 御 す る と と も に 、 第 ２ の
検 出 器 の 検 出 に 応 動 し て 不 要 な 開 扉 制 御 、 又 は 閉 扉 阻 止 制 御 を 防 ぐ よ う に な っ て い た （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 第 ０ １ ／ ２ ３ ２ ９ ３ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 従 来 の エ レ ベ ー タ 装 置 で は 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 後 退 す る 際
に 、 ス ト ッ パ ー と レ バ ー の 端 部 と の 接 触 に よ る 衝 撃 が 大 き く 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 後 退
を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 器 の 動 作 後 の ス ト ロ ー ク が 過 剰 と な る と と も に 、 ス ト ロ ー ク の 調 整
が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 従 来 技 術 に お け る 実 状 か ら な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 ド ア 全 開
位 置 近 傍 に あ っ て セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 円 滑 に 強 制 後 退 さ せ る こ と の で き る エ レ ベ ー タ 装
置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ の ド ア の 前 縁
よ り 突 出 可 能 に 配 設 さ れ る セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 備 え 、 ド ア 全 開 位 置 近 傍 で ド ア の 開 動 作
に 連 動 し て 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 強 制 後 退 さ せ る エ レ ベ ー タ 装 置 に お い て 、 前 記 セ ー
フ テ ィ ー シ ュ ー に 設 け ら れ る ロ ー ラ ー と 、 前 記 ド ア と 独 立 し て 設 置 さ れ 、 前 記 ロ ー ラ ー が
摺 接 可 能 な 傾 斜 面 を 有 す る ブ ラ ケ ッ ト と を 設 け 、 前 記 ド ア の 開 扉 動 作 に 応 じ て 前 記 ブ ラ ケ
ッ ト に よ り 前 記 ロ ー ラ ー を 案 内 す る こ と で 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー を 強 制 後 退 さ せ る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 係 る 発 明 に よ れ ば 、 エ レ ベ ー タ の ド ア の 開 扉 動 作 に 応 じ て 、 ド ア と 独
立 し て 設 置 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト の 傾 斜 面 に セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー に 設 け ら れ た ロ ー ラ ー が 乗 り
上 げ 案 内 さ れ る こ と に 伴 い 、 ド ア 全 開 位 置 近 傍 で セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 強 制 後 退 す る 。 こ
の よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト の 傾 斜 面 を 利 用 し て セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 動 作 を 行 わ せ る
こ と か ら 、 そ の 動 作 を 円 滑 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 外 的 要 因 に よ る 後 退
を 検 出 す る 第 １ の 検 出 器 と 、 前 記 傾 斜 面 と 並 行 す る 傾 斜 面 を 有 す る カ ム に よ り 動 作 し 、 前
記 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 器 と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 係 る 発 明 に よ れ ば 、 エ レ ベ ー タ の ド ア の 開 扉 動 作 に 応 じ て 、 カ ム の 傾
斜 面 と 当 接 す る こ と に よ り 第 ２ の 検 出 器 は セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 を 検 出 す る 。 こ
の よ う に 、 カ ム の 傾 斜 面 を 利 用 し て 第 ２ の 検 出 器 の 検 出 動 作 が 行 わ れ る こ と か ら 、 ド ア セ
ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 後 退 し 始 め た 状 態 か ら 、 ド ア 全 開 位 置 に 至 る ま で の 間 の 第 ２ の 検 出 器
の 動 作 ス ト ロ ー ク を 一 定 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 ブ ラ ケ ッ ト お よ び カ ム の 傾 斜 面 を 利 用 し て セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー の 強 制 後 退 動
作 お よ び こ の 強 制 後 退 を 検 出 す る 検 出 器 の 検 出 動 作 を 行 わ せ る こ と か ら 、 セ ー フ テ ィ ー シ
ュ ー の 強 制 後 退 動 作 を 円 滑 な も の と す る こ と が で き る と と も に 、 検 出 器 の 動 作 ス ト ロ ー ク
を 一 定 に し 、 正 確 な 検 出 お よ び 容 易 な ス ト ロ ー ク 調 整 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ 装 置 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 装 置 の 一 実 施 形 態 の 要 部 構 成 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は ド ア 全 開
位 置 と な る 前 の 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 、 図 ３ は ド ア 全 開 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 、 図 ４ は ド
ア 全 開 状 態 で 、 か つ 外 的 要 因 に よ り セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 後 退 し た 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の エ レ ベ ー タ 装 置 は 図 １ に 示 す よ う に 、 エ レ ベ ー タ の ド ア １ の 上 方 に ハ ン ガ
ー ２ が 固 定 さ れ 、 こ の ハ ン ガ ー ２ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 吊 り ロ ー ラ ー ３ は 、 レ ー ル
枠 ４ に 固 定 さ れ た ド ア レ ー ル ４ 上 を 水 平 方 向 に 転 動 し て ド ア １ を 開 閉 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ド ア １ の 下 端 に は 案 内 シ ュ ー ６ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 案 内 シ ュ ー ６ は 、 床 に 設 け
ら れ た シ ル ７ の 溝 内 を 摺 動 し て い る 。 レ バ ー ８ ａ は そ の 中 央 部 付 近 に 設 け ら れ た 回 転 支 持
部 ９ ａ に よ り 、 レ バ ー ８ ｂ は そ の ド ア 開 側 の 端 部 に 設 け ら れ た 回 転 支 持 部 ９ ｂ に よ り そ れ
ぞ れ ド ア １ に 固 定 さ れ 、 レ バ ー ８ ａ 、 ８ ｂ は こ れ ら の 回 転 支 持 部 ９ ａ 、 ９ ｂ を 中 心 に 回 転
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可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 レ バ ー ８ ａ 、 ８ ｂ の ド ア 閉 側 の 端 部 （ 上 端 部 ） は 、 回 転 支 持
部 ９ ｃ 、 ９ ｄ に よ っ て セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ と 接 続 さ れ て い る 。 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １
０ は 、 レ バ ー ８ ａ 、 ８ ｂ 、 回 転 支 持 部 ９ ａ ～ ９ ｄ の 構 造 と セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 重 み
に よ っ て 、 通 常 時 に ド ア 前 縁 よ り 突 出 し て い る と と も に 、 ド ア 開 方 向 へ 後 退 可 能 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 回 転 支 持 部 ９ ａ の 下 方 に は ス ト ッ パ ー １ １ ａ が 設 け ら れ る と と も に 、 回 転 支 持
部 ９ ｂ の 上 方 に は ス ト ッ パ ー １ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ス ト ッ パ ー １ １ ａ は 、 レ バ ー ８ ａ
の 回 転 を 制 限 す る こ と に よ っ て 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 突 出 し 寸 法 を 制 限 し 、 ス ト ッ
パ ー １ １ ｂ は 、 レ バ ー ８ ｂ の 回 転 を 制 限 す る こ と に よ っ て 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 後
退 寸 法 を 制 限 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に ま た 、 ド ア １ の 回 転 支 持 部 ９ ａ 近 傍 、 す な わ ち 図 中 、 回 転 支 持 部 ９ ａ 左 下 方 で 、
か つ レ バ ー ８ ａ の 左 側 と な る 位 置 に は 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 外 的 要 因 に よ る 後 退 を
検 出 す る 第 １ の 検 出 器 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ の 検 出 器 １ ２ は 、 レ バ ー ８ ａ と 接
触 可 能 な 位 置 に 設 け ら れ 、 そ の 端 子 １ ２ ａ が 押 込 ま れ る 、 す な わ ち 上 方 に 変 位 す る こ と に
よ り Ｏ Ｎ 状 態 と な る 。 ま た 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ が 、 例 え ば 利 用 者 に よ っ て 押 さ れ る
と い っ た 外 的 要 因 に よ り ド ア 開 方 向 に 後 退 す る と 、 レ バ ー ８ ａ 、 ８ ｂ が 回 転 支 持 部 ９ ａ 、
９ ｂ を 中 心 に 反 時 計 方 向 に 回 転 し 、 こ の 回 転 に 応 じ て レ バ ー ８ ａ と 第 １ の 検 出 器 １ ２ の 端
子 １ ２ ａ と の 接 触 が 開 放 さ れ 、 第 １ の 検 出 器 １ ２ は Ｏ Ｆ Ｆ と な る 。 こ れ に 伴 い 開 扉 制 御 （
又 は 閉 扉 阻 止 制 御 ） が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の エ レ ベ ー タ 装 置 は 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ に 設 け ら れ る ロ ー ラ ー
１ ５ と 、 ド ア １ と 独 立 し て 設 置 さ れ ロ ー ラ ー １ ５ が 摺 接 可 能 な 傾 斜 面 を 有 す る ブ ラ ケ ッ ト
１ ３ と 、 傾 斜 面 と 並 行 し て 配 設 さ れ た カ ム １ ６ に よ り 動 作 し 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の
強 制 後 退 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 器 １ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ２ の 検 出 器 １ ４ は 、 カ ム １ ６ の 傾 斜 面 に 摺 接 可 能 な 端 子 １ ４ ａ を 備 え 、 ド ア
１ の 開 扉 動 作 に 応 じ て カ ム １ ６ に よ り 端 子 １ ４ ａ が 押 込 ま れ る 、 す な わ ち 下 方 に 変 位 す る
こ と に よ り Ｏ Ｎ 状 態 と な る 。 そ し て 、 第 １ の 検 出 器 １ ２ が Ｏ Ｎ 状 態 で あ り 、 か つ 第 ２ の 検
出 器 １ ４ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 の と き に ド ア 閉 制 御 可 能 な 状 態 と な る 。 一 方 、 検 出 ス イ ッ チ １ ２ 、
１ ４ が 共 に Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 の と き に 開 扉 制 御 （ 又 は 閉 阻 止 制 御 ） が 行 な わ れ る 。 つ ま り 、 い ず
れ か 一 方 の 検 出 器 が Ｏ Ｎ 状 態 で あ れ ば 、 開 扉 制 御 （ 又 は 閉 阻 止 制 御 ） は 行 な わ れ ず 、 ド ア
閉 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ 、 ３ を 用 い て 、 ド ア の 開 扉 に 応 じ て ド ア 全 開 状 態 に 至 る 動 作 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 し た 状 態 か ら ド ア １ が 開 扉 動 作 し 、 ド ア 全 開 位 置 手 前 で 図 ２ に 示 し た 状 態 と な
る 。 こ の と き の 検 出 器 １ ２ 、 １ ４ の 状 態 は 図 １ に 示 し た 状 態 と 同 じ で 、 第 １ の 検 出 器 １ ２
は Ｏ Ｎ 状 態 、 第 ２ の 検 出 器 １ ４ は カ ム １ ６ と 接 触 し て い る も の の 、 変 位 量 が 十 分 で は な く
Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な っ て い る 。 こ の 状 態 か ら ド ア 全 開 位 置 に 至 る と 図 ３ に 示 し た 状 態 と な る 。
す な わ ち 、 ド ア １ の 開 扉 動 作 に 応 じ て 、 ロ ー ラ ー １ ５ が ブ ラ ケ ッ ト １ ３ に 摺 接 す る と と も
に 、 第 ２ の 検 出 器 １ ４ の 端 子 １ ４ ａ は カ ム １ ６ に 傾 斜 に よ り さ ら に 下 方 に 押 込 ま れ Ｏ Ｎ 状
態 と な る 。 さ ら に ド ア １ の 開 扉 動 作 が 進 む と 、 レ バ ー ８ ａ が 反 時 計 方 向 に 回 転 し 、 セ ー フ
テ ィ ー シ ュ ー １ ０ は 後 退 さ せ ら れ る と と も に 、 端 子 １ ２ ａ の レ バ ー ８ ａ へ の 接 触 が 開 放 さ
れ て 第 １ の 検 出 器 １ ２ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な る 。 し か し 、 こ の と き 第 ２ の 検 出 器 １ ４ が Ｏ Ｎ 状
態 と な っ て い る の で 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 後 退 に よ る 開 扉 制 御 （ 又 は 閉 阻 止 制 御 ）
は さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 図 ３ に 示 し た ド ア 全 開 位 置 か ら 、 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ を さ ら に 外 的 要 因 に よ り 後 退
さ せ た と き の 状 態 が 図 ４ と な る 。 レ バ ー ８ ａ の 更 な る 反 時 計 方 向 の 回 転 に 応 じ て 、 ロ ー ラ
ー １ ５ と ブ ラ ケ ッ ト １ ３ と が 離 隔 さ れ る と と も に 、 第 ２ の 検 出 器 １ ４ の 端 子 １ ４ ａ も カ ム
１ ６ と の 接 触 が 開 放 さ れ 、 第 ２ の 検 出 器 １ ４ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な る 。 こ の と き 、 第 １ の 検 出
器 １ ２ も Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 で あ る こ と か ら 、 開 扉 制 御 （ 又 は 閉 阻 止 制 御 ） が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ の 傾 斜 を 利 用 し て セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ の 強 制
後 退 動 作 を 行 わ せ る こ と か ら 、 そ の 動 作 を 円 滑 な も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の
検 出 器 １ ４ は 前 記 傾 斜 と 並 行 し て 配 設 し た カ ム １ ６ と の 当 接 に よ り 検 出 動 作 が 行 わ れ る こ
と か ら 、 ド ア セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー １ ０ が 後 退 し 始 め た 状 態 か ら 、 ド ア 全 開 位 置 に 至 る ま で
の 間 の 第 ２ の 検 出 器 １ ４ の 動 作 ス ト ロ ー ク を 一 定 に す る こ と が で き 、 正 確 な 検 出 お よ び 容
易 な ス ト ロ ー ク 調 整 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の エ レ ベ ー タ 装 置 の 一 実 施 形 態 の 要 部 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ド ア 全 開 位 置 と な る 前 の 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ド ア 全 開 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ド ア 全 開 状 態 で 、 か つ 外 的 要 因 に よ り セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー が 後 退 し た 状 態 を 示 す
要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 ド ア
　 ８ ａ 、 ８ ｂ 　 レ バ ー
　 ９ ａ ～ ９ ｄ 　 回 転 支 持 部
　 １ ０ 　 セ ー フ テ ィ ー シ ュ ー
　 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 　 ス ト ッ パ ー
　 １ ２ 　 第 １ の 検 出 器
　 １ ２ ａ 　 端 子
　 １ ３ 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ４ 　 第 ２ の 検 出 器
　 １ ４ ａ 　 端 子
　 １ ５ 　 ロ ー ラ ー
　 １ ６ 　 カ ム 　 　

10

20

30

(5) JP 2007-15801 A 2007.1.25



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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